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disable-early-media 180
Session Description Protocol（SDP）による 180応答とその 180応答に提供されるコール処理
（アーリーメディアまたはローカルリングバック）を指定するには、sip-uaコンフィギュレー
ションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレーションモードで disableearlymedia
180コマンドを使用します。SDPで 180メッセージのアーリーメディアカットスルーを有効化
するには、このコマンドの no形式を使用します。

disable-early-media 180 system
no disable-early-media 180

構文の説明 disable-early-mediaメソッドがグローバル sip-ua値を使用するように指定します。この
キーワードは、テナントモードでのみ使用でき、グローバルコンフィギュレーション

にフォールバックできます。

system

コマンドデフォルト SDPによる 180応答のアーリーメディアカットスルーが有効化されています。

コマンドモード SIP UAコンフィギュレーション（config-sip-ua）

音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

このコマンドが、Cisco IOS XE Release 2.5に統合されまし
た。

IOSリリース XE 2.5

このコマンドは、systemキーワードを含むように変更され
ました。このコマンドは、音声クラステナントで使用でき

るようになりました。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE Dublin 17.10.1

使用上のガイドライン このコマンドでは、SDPによる SIP 180応答メッセージの Cisco IOSゲートウェイ上でのアー
リーメディアカットスルーを有効化また無効化する機能を提供します。disableearlymedia 180
コマンドを使用して、SDPメッセージを無視してローカルリングバックを提供するようにゲー
トウェイを設定します。デフォルト処理のアーリーメディアカットスルーを復元するには、

no disable-early-media 180 コマンドを使用します。

例 次の例では、SDPによる SIP 180応答のアーリーメディアカットスルーを無効化して
います。

Router(config-sip-ua)# disable-early-media 180

disable-early-media through dualtone
3

disable-early-media through dualtone
disable-early-media 180



次の例では、音声クラステナントコンフィギュレーションモードで SIP 180応答の
アーリーメディアカットスルーを無効化する方法を示しています。

Router(config-class)# disable-early-media 180 system

関連コマンド 説明コマンド

SIP再試行の統計情報を表示します。show sip-ua retry

SIPの応答、トラフィック、再試行に関する統計情報を表示します。show sip-ua statistics

SIP-UAタイマーの現在の設定を表示します。show sip-ua timers

SIP-UAコンフィギュレーションコマンドを有効化します。sip-ua
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disable service-settings
CiscoUnifiedCommunicationsManager（CUCM）で設定されたサービス設定を無効化するには、
電話プロキシコンフィギュレーションモードでdisable service-settingsコマンドを使用します。
CUCMで構成されたサービス設定を有効化するには、コマンドの no形式を使用します。

disable service-settings
no disable service-settings

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト CUCMのサービス設定が有効化されています。

コマンドモード 電話プロキシコンフィギュレーションモード（config-phone-proxy）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン disable service-settingコマンドは、CUCMで構成されたサービス設定を無効化します。PCポー
ト、Gratuitous ARP、音声 VLANアクセス、Webアクセス、PCポートへのスパンは、CUCM
においてデフォルトで有効化されているサービスです。

例

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# disable service-settings
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disc_pi_off
H.323ゲートウェイが進行状況インジケータ（PI）値を含む切断メッセージを受信したときに
コールを切断できるようにするには、音声ポートコンフィギュレーションモードでdisc_pi_off
コマンドを使用します。デフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

disc_pi_off
no disc_pi_off

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト ゲートウェイは、PI値を含む切断メッセージを受信しても、コールを切断しません。

コマンドモード 音声ポートコンフィギュレーション（config-voiceport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200シリーズ、
Cisco 7500シリーズ、Cisco AS5300、Cisco AS5800、Cisco MC3810のプラット
フォームに導入されました。

12.1(5)T

このコマンドが Cisco AS5400および Cisco AS5350に導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850で実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン disc_pi_off voice-portコマンドは、インバウンドコールレッグで PI付きの切断を受信した場合
にのみ有効です。たとえば、このコマンドが発信ゲートウェイの音声ポートで有効化されてい

て、終端スイッチから PIを含む切断メッセージを受信した場合、切断メッセージはある切断
メッセージに変換されます。ただし、このコマンドが終端ゲートウェイの音声ポートで有効化

されていて、終端スイッチから PIを含む切断メッセージが受信された場合、切断メッセージ
はアウトバウンドコールレッグで受信されるため、標準の切断メッセージに変換されません。

disc_pi_off voice-port設定コマンドは、デフォルトセッションアプリケーションに対して
のみ有効です。自動音声応答（IVR）アプリケーションでは機能しません。

（注）

例 次の例では、PI値を持つ切断メッセージを、音声ポート 0:23の標準切断メッセージと
同じ方法で処理しています。

voice-port 0:D
disc_pi_off
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関連コマンド 説明コマンド

切断メッセージのタイマーを設定します。isdn t306
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disconnect-ack
切断信号の受信時に確認応答を返すように Foreign Exchange Station（FXS）音声ポートを設定
するには、音声ポートコンフィギュレーションモードで disconnectackコマンドを使用しま
す。確認応答を無効化するには、このコマンドの no形式を使用します。

disconnect-ack
no disconnect-ack

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト FXS音声ポートでは、切断信号を受信すると確認応答を返します。

コマンドモード 音声ポートコンフィギュレーション（config-voiceport）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3(1)MA

このコマンドがCisco2600シリーズおよびCisco3600シリーズに追加されました。12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン disconnectackコマンドは、FXSループスタートトランクのデバイスが最初に切断された場合
に回線の電源を停止するように FXS音声ポートを設定します。

例 次の例では、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、音声ポート 1/1/0
の切断確認応答信号を無効化しています。

voice-port 1/0/0
no disconnect-ack

コマンド履歴 説明コマンド

音声ポートコンフィギュレーションの情報を表示します。show voice port
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dnis (DNIS group)
Dialed Number Identification Service（DNIS）番号を DNISマップに追加するには、DNISマップ
コンフィギュレーションモードで dnisコマンドを使用します。DNS番号を削除するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

dnis telephone-umber [url url]
no dnis

構文の説明 ユーザが選択した DNIS番号を DNISマップに追加します。telephone-umber

（オプション）DNIS番号を特定の VoiceXMLドキュメントにリンクする
URL。URLが入力されていない場合、DNIS番号はダイヤルピアのVoiceXML
アプリケーションにリンクされます。これは、applicationコマンドを使用
して設定する必要があります。このキーワードは、Tool Command Language
（TCL）アプリケーションでは無効化されています。

url url

コマンドデフォルト URLが入力されていない場合、DNIS番号は、applicationコマンドを使用してダイヤルピアで
設定された VoiceXMLアプリケーションにリンクします。

コマンドモード DNISマップコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400に導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco 3640および Cisco 3660に導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン dnisコマンドのDINSマップコンフィギュレーションモードを開始するには、 voice dnis-map
コマンドを使用します。

音声アプリケーションにマッピングする電話番号ごとに、dnisコマンドを 1回入力します。
DNISマップの電話番号ごとに個別のエントリを作成する必要があります。ワイルドカードは
使用できません。

DNISエントリの URLは、VoiceXMLアプリケーションでのみ使用されます。着信中の着信番
号が DNISエントリと一致すると、その URLで指定された VoiceXMLドキュメントがロード
されます。ただし、ダイヤルピアにVoiceXMLアプリケーションが設定され、applicationコマ
ンドが設定されていることが条件です。

TCLアプリケーションなどの非 VoiceXMLアプリケーションでは、DNISマップの URLを無
視し、applicationコマンドを使用してダイヤルピアで設定されている TCLアプリケーション
にコールをリンクします。
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DNISマップをアウトバウンドダイヤルピアに適用するには、application out-boundコマンド
を使用してVoiceXMLアプリケーションを設定する必要があります。それ以外の場合、コール
は DNISマップの URLで指定されたアプリケーションには渡されません。

許容されるDNISエントリの数は、ゲートウェイで使用可能な構成メモリの量によって制限さ
れます。原則として、数百を超える DNISエントリを含む DNISマップは、外部テキストファ
イルで管理する必要があります。

DNISマップをダイヤルピアに関連付けるには、 dnis-mapコマンドを使用します。

例 次の例の最初の行は、voice dnis-map コマンドを使用して dmap1という DNISマップ
を作成する方法を示しています。最後の 2行は、dnisコマンドを使用して DNISエン
トリを入力する方法を示しています。

最初のDNISエントリは、VoiceXMLドキュメントの場所を指定します。2番目のDNIS
エントリでは、URLを指定しません。URLのないDNIS番号は、デフォルトで、設定
されたアプリケーションコマンドによってダイヤルピアで設定されたアプリケーショ

ンの URLに一致させます。

voice dnis-map dmap1
dnis 5550105 url tftp://blue/sky/test.vxml
dnis 5550188

関連コマンド 説明コマンド

DNISマップをダイヤルピアに関連付けます。dnis -map

DNISマップに関する構成情報を表示します。show voice dnis -map

DNISマップコンフィギュレーションモードを開始して、DNISマップ
を作成します。

voice dnis -map

前回のロード以降に変更された DNISマップをリロードします。voice dnis -map load
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dnis-map
Dialed Number Identification Service（DNIS）マップをダイヤルピアに関連付けるには、ダイヤ
ルピアコンフィギュレーションモードで dnismapコマンドを使用します。ダイヤルピアから
DNSマップを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

dnis-map map-name
no dnis-map

構文の説明 設定されたDNISマップの名前。map -name

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400に導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco 3640および Cisco 3660に導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン DNISマップは、特定のVoiceXMLドキュメントにリンクするオプションのURLを含む接続先
番号のテーブルです。DNISマップをダイヤルピアで設定すると、複数の着信番号を単一の
Tool Command Language（TCL）アプリケーションまたは個々の VoiceXMLドキュメントにリ
ンクできます。

dnis-mapコマンドは、applicationコマンドとともに使用する必要があります。

各ダイヤルピアに設定できる DNISマップは 1つだけです。

DNISマップを作成するには、 voice dnis-mapコマンドを使用して DNISマップコンフィギュ
レーションモードを開始し、dnisコマンドを使用してエントリをDNISマップに追加します。
または、DNISエントリの外部テキストファイルを作成し、voice dnismapコマンドを使用して
その URLにリンクすることもできます。

DNISマップの設定情報を表示するには、 show voice dnis-mapコマンドを使用します。

DNIS番号に設定されたURLは、TCLアプリケーションでは無視されます。代わりに、アプリ
ケーションに構成された TCLスクリプトが使用されます。

DNISマップをアウトバウンドダイヤルピアに適用するには、コールアプリケーションを
アウトバウンドアプリケーションとして設定する必要があります。つまり、application
out-boundコマンドを使用してVoiceXMLアプリケーションを設定する必要があります。
それ以外の場合、コールは DNISマップの URLで指定されたアプリケーションには渡さ
れません。

（注）
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例 次の例では、「dmap1」という DNISマップが VoIPダイヤルピア 3に関連付けられて
います。アウトバウンドアプリケーション「vapptest1」は、このダイヤルピアを介し
て DNISマップ「dmap1」に関連付けられています。

dial-peer voice 3 voip
dnis-map dmap1
application vapptest1 outbound

関連コマンド 説明コマンド

DNIS番号を DNISマップに追加します。dnis

DNISマップに関する構成情報を表示します。show voice dnis -map

DNISマップコンフィギュレーションモードを開始して、DNISマップ
を作成します。

voice dnis -map

前回のロード以降に変更された DNISマップをリロードします。voice dnis -map load
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dns-a-override
サービスレコード（SRV）のクエリがタイムアウトした場合にドメインネームシステム（DNS）
の IPv4および IPv6アドレスレコード（Aおよび AAAA）のクエリをスキップするには、音声
サービスSIPコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナントコンフィギュレーショ
ンモードで dns-a-overrideコマンドを使用します。この機能を無効化するには、このコマンド
の no形式を使用します。

dns-a-override system
no dns-a-override

コマンドデフォルト SRVクエリがタイムアウトすると、DNS IPv4および IPv6レコードがクエリされます。

コマンドモード 音声サービス SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.3(1)T

このコマンドは、systemキーワードを含むように変更され
ました。このコマンドは、音声クラステナントで使用できる

ようになりました。

15.6(2)Tおよび IOS XE Denali
16.3.1

使用上のガイドライン SRVクエリがタイムアウトしたときに、CiscoUnified Border Element（CiscoUBE）がDNSサー
バーのAレコードとAAAAレコードをクエリしないようにする場合は、dns-a-overrideコマン
ドを使用します。

例

次の例では、SRVクエリがタイムアウトしたときに DNS Aおよび AAAAレコードの
クエリをスキップする方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# dns-a-override

次の例では、音声クラステナントコンフィギュレーションモードでクエリをスキップ

する方法を示しています。

Router(config-class)# dns-a-override system
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domain-name (annex G)
サービス関係でレポートされるドメイン名を設定するには、Annex Gネイバーコンフィギュ
レーションモードで domain nameコマンドを使用します。ドメイン名を削除するには、この
コマンドの no形式を使用します。

domain-name id
no domain-name id

構文の説明 サービス関係でレポートされるドメイン名。id

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード Annex Gネイバーコンフィギュレーションモード

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、サービス関係でレポートされるドメイン名を設定します。

例 次の例では、ドメイン名を「boston1」に設定する方法を示しています。

Router(config-annexg-neigh)# domain-name sample1

関連コマンド 説明コマンド

ネイバーを明示的に設定する必要があります。access -policy
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drop-last-conferee
Cisco Unified Communications Manager Express（CME）によって制御されるアナログ電話機の
フィーチャモードで Drop Last Conferee機能にアクセスする機能アクセスコード（FAC）を定
義するには、STCアプリケーションフィーチャモード呼制御コンフィギュレーションモード
で drop-last-conferee コマンドを使用します。コードをデフォルトに戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

drop-last-conferee keypad-character
no drop-last-conferee

構文の説明 電話機のキーパッドでダイヤルできる 1～ 4文字の文字列（0～ 9、*、
#）。デフォルトは #4です。

keypad-character

コマンドデフォルト デフォルト値は #4です。

コマンドモード STCアプリケーションフィーチャモード呼制御コンフィギュレーション（config-stcapp-fmcode）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドは、Drop Last Conferee機能の FACの値をデフォルト（#4）から指定された値に
変更します。

フィーチャモードで別のFACで設定済みの値をこのコマンドに設定しようとした場合は、メッ
セージが表示されます。このメッセージは機能コードの設定を妨げるものではありません。重

複する FACを設定した場合は、それぞれの FACの値によって決定される優先順位で、一致す
る最初の機能が導入されます（#1～ #5）。

フィーチャモードで除外する値、または別の FACによって除外された値をこのコマンドに設
定しようとした場合は、メッセージが表示されます。フィーチャモードで除外する値、または

別の FACによって除外された値を FACに設定すると、システムでは常に最も短いコードで
コール機能を実行し、長いコードは無視されます。たとえば、1では常に 12と 123は除外され
ます。これらのメッセージは機能コードの設定を妨げるものではありません。電話ユーザがそ

の機能にアクセスできるようにするには、除外されたコードに新しい値を設定する必要があり

ます。

Cisco呼制御システムが Cisco Unified Communications Managerの場合、このコマンドは
Drop Last Confereeのユーザーエクスペリエンスを変更しません。

（注）
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例 次の例では、Drop Last Conferee機能の機能コードの値を、デフォルト（#4）から変更
する方法を示しています。この設定では、Cisco Unified CMEによって制御されるアナ
ログ電話機で 3者会議に参加している電話機ユーザは、フックフラッシュを押して機
能トーンを取得し、44をダイヤルして最後のアクティブな通話者をドロップします。
会議は、2番目の通話相手との基本的なコールになります。

Router(config)# stcapp call-control mode feature
Router(config-stcapp-fmcode)# drop-last-conferee 44
Router(config-stcapp-fmcode)# exit

関連コマンド 説明コマンド

3者会議を開始するフィーチャモードで FACを定義します。conference

3者会議中に最後のアクティブコールをドロップするフィーチャ
モードで FACを定義します。

hangup-last-active-call

2つのアクティブコールを切り替えるフィーチャモードで FACを
定義します。

toggle-between-two-calls

電話機ユーザがダイヤルするサードパーティにコールを接続する

フィーチャモードで FACを定義します。
transfer
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ds0 busyout (voice)
コントローラの DS0タイムスロットを強制的にビジーアウト状態にするには、コントローラ
コンフィギュレーションモードで ds0 busyout コマンドを使用します。DS0タイムスロットを
ビジーアウト状態から削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

ds0 busyout ds0-time-slot
no ds0 busyout ds0-time-slot

構文の説明 強制的にビジーアウト状態にする DS0タイムスロット。範囲は 1～ 24で、任
意の組み合わせのタイムスロットを含めることができます。

ds0 -time-slot

コマンドデフォルト DS0タイムスロットはビジーアウト状態ではありません。

コマンドモード コントローラコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがCiscoMC3810、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズに導入さ
れました。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン ds0 busyoutコマンドは、DS0グループに設定され、デジタル音声ポートの一部として機能す
る DS0タイムスロットにのみ効果があります。コントローラに複数の DS0グループが設定さ
れている場合、使用される各 DS0タイムスロットが DS0グループの一部である限り、DS0任
意の組み合わせのタイムスロットを使用できます。

DS0タイムスロットがビジーアウト状態の場合、no ds0 busyout コマンドに限りDS0タイムス
ロットをサービスに復元できます。

コマンドラインインターフェイス（CLI）コマンドの相互作用の競合を避けるために、同じコ
ントローラで ds0 busyoutコマンドと busyout forcedコマンドを使用しないでください。

例 次の例では、コントローラT1 0のDS0タイムスロット 6を強制的にビジーアウト状態
に設定しています。

controller t1 0
ds0 busyout 6

次の例では、コントローラE1 1のDS0タイムスロット 1、3、4、5、6、24を強制的に
ビジーアウト状態に設定しています。

controller e1 1
ds0 busyout 1,3-6,24
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関連コマンド 説明コマンド

音声ポートのビジーアウトの捕捉手順を変更します。busyout seize

現在実行されている構成ファイル、または特定のクラスマップ、

インターフェイス、マップクラス、ポリシーマップ、仮想回線

（VC）クラスの設定内容を表示します。

show running configuration
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ds0-group (E1)
E1コントローラの論理音声ポートを構成する DS0タイムスロットを指定するには、ルータが
PBXまたは PSTNと通信するときに使用するシグナリングタイプを指定し、コントローラコ
ンフィギュレーションモードで ds0groupコマンドを使用して、ルータが PBXまたは PSTNに
接続するための圧縮音声コールおよび個別線信号方式（CAS）用の E1チャンネルを定義しま
す。このグループおよびシグナリング設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

Cisco IOSリリース 12.2以降のリリース - Cisco 1750および Cisco 1751
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list {service service-type | [{type e&m-fgb |
e&m-fgd | e&m-immediate-start | fgd-eana | fgd-os | fxs-ground-start | fxs-loop-start | none | r1-itu
| r1-modified | r1-turkey}]}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco IOSリリース 12.1以前のリリース - Cisco 1750および Cisco 1751
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list {[service service-type] | [{type e&m-fgb |
e&m-fgd | em-immediate-start | fgd-eana | fgd-os | fxs-ground-start | fxs-loop-start | none | r1-itu |
r1-modified | r1-turkey | sas-ground-start | sas-loop-start}]}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 2600シリーズ（Cisco 2691を除く）、Cisco 3600シリーズ（Cisco 3660を除く）
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial |&em-immediate-start
| e&m-melcas-delay | e&m-melcas-immed | e&m-melcas-wink | e&m-wink-start | ext-sig | fgd-eana
| fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxo-melcas | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fxs-melcas | r2-analog
| r2-digital | r2-pulse}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 2691、Cisco 2600XMシリーズ、Cisco 2800シリーズ（Cisco 2801を除く）、Cisco 3660、
Cisco 3700シリーズ、Cisco 3800シリーズ
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | e&m-immediate-start
| e&m-lmr | e&m-melcas-delay | e&m-melcas-immed | e&m-melcas-wink | e&m-wink-start | ext-sig
| fgd-eana | fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxo-melcas | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fxs-melcas
| r2-analog | r2-digital | r2-pulse}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 7200シリーズおよび Cisco 7500シリーズの音声ポート
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | e&m-fgd |
e&m-immediate-start | e&m-wink-start | fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxs-ground-start |
fxs-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 7700シリーズの音声ポート
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | e&m-immediate-start
| e&m-wink-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fxo-ground-start | fxo-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number
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Cisco AS5300および Cisco AS5400
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {none | p7 | r2-analog | r2-digital |
r2-lsv181-digital | r2-pulse}
no ds0-group ds0-group-number

構文の説明 DS0グループを識別する値。範囲は 0～ 14および 16～ 30です。 15は予約済
みです。

ds0
-group-number

DS0グループのタイムスロットを一覧表示します。timeslot-list引数は、単一の
タイムスロット、単一の範囲、カンマで区切られた複数の範囲の数字です。範

囲は 1～ 31です。例は次のとおりです。

• 2

• 1～ 15、17～ 24

• 1～ 23

• 2、4、6～ 12

timeslots
timeslot -list

DS0グループのシグナリングタイプを指定します。typeキーワードに対する信
号方式の選択は、構築する接続によって異なります。EarandMouth（E&M）イ
ンターフェイスは、PBX幹線（連絡線）と電話機を接続できます。Foreign
Exchange Station（FXS）インターフェイスは、基本的な電話機とPBXを接続で
きます。Foreign Exchange Office（FXO）インターフェイスは、現地の規制で許
可されている標準の PBXインターフェイスへのセントラルオフィス（CO）の
接続用です。構外延長（OPX）によく使用されます。タイプは次のとおりです。

• e&m delaydial--発信元エンドポイントではオフフックシグナルを送信し、
次にオフフックシグナルとそれに続く接続先からのオンフックシグナルを

待ちます。

• e&m-fgb--E&Mタイプ II機能グループ B。

• e&m-fgd--E&Mタイプ II機能グループ D。

• e&m immediatestart--E&Mを即時スタートします。

• e&m-lmr --E&M陸上移動無線（LMR）

• e&m -melcas-delay--E&MMELCAS遅延スタートシグナリングをサポート。

• e&m -melcas-immed--E&M MELCAS即時スタートシグナリングをサポー
ト。

type
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• e&m -melcas-wink--E&MMELCASウィンクスタートシグナリングをサポー
ト。

• e&m -wink-start--発信元エンドポイントではオフフックシグナルを送信
し、接続先からのウィンクスタートを待ちます。

• fgd -eana--Feature Group D exchange access North American.

• fgd-os：機能グループ Dのオペレータサービス。

• fxo -ground-start--FXO ground-start signaling.

• fxo -loop-start--FXO loop-start signaling.

• fxo -melcas--FXO MELCAS signaling.

• fxs -ground-start--FXS ground-start signaling.

• fxs -loop-start--FXS loop-start signaling.

• fxs -melcas--FXS MELCAS signaling.

• none --外部呼制御用の Nullシグナリング。

• p7--p7スイッチタイプを指定します。

• r1-itu--国際的な信号規格に基づく回線信号。

• r1-modified--チャネライズドT1/E1ネットワークで共通の国際信号の標準規
格です。

• r1 -turkey--トルコで使用される信号の標準規格。

• r2 -analog--R2 analog line signaling.

• r2 -digital--R2 digital line signaling.

• r2-lsv181-digital --特定の R2デジタル回線を指定します。

• r2 -pulse--7-pulse line signaling, a transmitted pulse that indicates a change in
the line state.

• sas-ground-start --Single attachment station (SAS) ground-start.

• sas-loop-start --SAS loop-start.

（オプション）サービスのタイプを指定します。

• data --データサービス

• fax --ストアアンドフォワード FAXサービス

• voice --音声サービス（FGD-OSサービス用）

• mgcp --Media Gateway Control Protocol（MGCP）サービス

service
service -type
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コマンドデフォルト DS0グループはありません。双方向で通話可能です。

コマンドモード コントローラコンフィギュレーション（config-controller）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、casgroupコマンドとして Cisco AS5300に導入されました。11.2

このコマンドは、Cisco MC3810の voice-groupコマンドとして導入されました。11.3(1)MA

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(1)Tに統合され、cas-groupコマンドが
Cisco 3600シリーズルータに導入されました。

12.0(1)T

このコマンドは、Cisco AS5300、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズ
ルータで ds0-groupに名前が変わりました。いくつかのキーワードの変更が導入
されました。

12.0(5)T

このコマンドが Ciscoシリーズで導入されました。12.0(5)XE

このコマンドのサポートが Cisco MC3810に導入されました。Cisco MC3810で
ds0-groupコマンドが使用可能になり、 voice-groupコマンドは削除され、サポー
トされなくなりました。

12.0(7)XK

mgcpサービスタイプが追加されました。12.0(7)XR

e&m-fgdおよび fgd-eanaキーワードが機能グループDシグナリングに追加されま
した。

12.1(2)XH

sgcpキーワードが削除されました。12.1(5)XM

このコマンドは、Cisco 7500シリーズルータ用に変更されました。fgd-osシグナ
リングタイプと音声サービスタイプが追加されました。

12.1(3)T

このコマンドは、sasキーワードを除外するように変更されました。sas-loop-start
および sas-ground-startの Single Attachment Station（SAS）の CASオプションは、
DS0グループのシグナリングタイプとしてサポートされていません。

12.2

このコマンドが Cisco AS5300で実装されました。12.2(2)XA

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200で導入され
ました。

12.2(2)T

このリリースは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400ではサポートされ
ていません。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850で実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco 1750および Cisco 1751のルータで導入されました。他のシ
スコプラットフォームのサポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(4)XM
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変更内容リリース

mgcpキーワードのサポートが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
VG200の Cisco CallManagerバージョン 3.1に追加されました。

12.2(2)XN

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 7200で導入され
ました。Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850ではサポー
トされていません。

12.2(8)T

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2でサポートされました。このコマンドは、このリリースの Cisco IAD2420
シリーズ、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850でサポー
トされています。

12.2(11)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(13)Tに統合されました。 Cisco 1750およ
び Cisco 1751は、Cisco IOSリリース 12.2(13)Tの T1および E1音声およびデータ
カードをサポートしていません。Cisco 17xxプラットフォームは、このリリース
の HC DSPファームウェアイメージのみをサポートできます。

12.2(13)T

ds0-groupコマンドのドキュメントは、個別の ds0-group (E1)と ds0-group (T1)
コマンドに分かれていました。

12.3(8)T

Cisco 2691、Cisco 2600XMシリーズ、Cisco 2800シリーズ（Cisco 2801を除く）、
Cisco 3660、Cisco 3700シリーズ、Cisco 3800シリーズの e&m-lmrシグナリング
タイプのサポートが追加されました。

12.4(2)T1

使用上のガイドライン ds0-groupコマンドは、次のように自動的に番号付けされた論理音声サポートを作成します。

このコマンドは、Cisco AS5x00シリーズの拡張エコーキャンセラ（EC）機能をサポート
していません。

（注）

各グループには1つの音声ポートしか作成されませんが、該当するコールがグループ内の任意
のチャンネルにルーティングされます。

DS0グループを設定する場合は、次の点を考慮してください。

•チャンネルグループ、CAS音声グループ、DS0グループ、時分割多重（TDM）グループ
では、すべてグループ番号を使用します。チャンネルグループ、CAS音声グループ、DS0
グループ、TDMグループに設定されるすべてのグループ番号は、ローカルルータ上で一
意である必要があります。たとえば、チャンネルグループと TDMグループに同じグルー
プ番号を使用することはできません。

• ds0-groupコマンドで使用できるキーワードは、使用している Cisco IOSソフトウェアリ
リースによって異なります。最新情報については、http://www.cisco.com/go/fnから Cisco
Feature Navigatorホームページにアクセスしてください。
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•コマンドラインインターフェイス（CLI）ヘルプを使用している場合、ds0 groupコマン
ドのキーワードは固有の設定です。たとえば、MGCPが設定されている場合、mgcpキー
ワードが表示されます。MGCPを使用していない場合、mgcpキーワードは表示されませ
ん。

• 12.2以降のCisco IOSリリースでは、sas-loop-startおよび sas-ground-startの SingleAttachment
Station（SAS）の CASオプションをサポートしていません。

例 次の例では、FXSグラウンドスタートおよびFXOループスタートシグナリング用に設
定された E1コントローラタイムスロットの範囲を示しています。

E1 1/0
framing esf
linecode b8zs
ds0-group 1 timeslots 1-10 type fxs-ground-start
ds0-group 2 timeslots 11-24 type fxo-loop-start

次の例では、FXSグラウンドスタートシグナリング用に設定された T1コントローラ
タイムスロットの範囲を示しています。

controller E1 1/0
ds0-group 1 timeslots 1-4 type fxs-ground-start

次の例では、mgcpキーワードを使用して、任意のトランキングゲートウェイで No.7
共通線信号方式（SS7）サービスの E1チャンネルを設定する方法を示しています。

Router(config-controller)# ds0-group 0 timeslots 1-24 type none service mgcp

次の例では、タイムスロットの最大値が 12で、タイムスロットは 1であるため、2つ
の音声ポートが正常に作成されます。

controller E1 0/0
ds0-group 0 timeslots 1-4 type e&m-immediate-start
ds0-group 1 timeslots 6-12 type e&m-immediate-start

3つ目のDS0グループが追加されると、音声チャンネルの合計が 16未満であっても、
音声ポートは拒否されます。

ds0-group 2 timeslots 17-18 type e&m-immediate-start

次の例では、シグナリングタイプが E&M-LMRに設定されています。

ds0-group 0 timeslots 1-10 type e&m-lmr

関連コマンド 説明コマンド

損失ビットシグナリングを使用してチャネライズド T1タイムスロットを
設定します。

cas-group

ダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定します。codec
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説明コマンド

使用するコーデック標準に基づいて、コール密度とコーデックの複雑度を

指定します。

codec complexity
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ds0-group (T1)
T1コントローラの論理音声ポートを構成するDS0タイムスロットを指定し、ルータが PBXま
たはPSTNと通信する際に使用するシグナリングタイプを指定して、圧縮音声コールのT1チャ
ンネルとルータが PBXまたは PSTNに接続するチャンネル関連信号（CAS）メソッドを定義
するには、コントローラコンフィギュレーションモードでds0groupコマンドを使用します。
このグループおよびシグナリング設定を削除するには、このコマンドのno形式を使用します。

Cisco IOSリリース 12.2以降のリリース - Cisco 1750および Cisco 1751
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] type {e&m-fgb | e&m-fgd
| e&m-immediate-start | fgd-eana | fgd-os | fxs-ground-start | fxs-loop-start | none | r1-itu | r1-modified
| r1-turkey}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco IOSリリース 12.1以前のリリース - Cisco 1750および Cisco 1751
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] type {e&m-fgb | e&m-fgd
| e&m-immediate-start | fgd-eana | fgd-os | fxs-ground-start | fxs-loop-start | none | r1-itu | r1-modified
| r1-turkey | sas-ground-start | sas-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 2600シリーズ（Cisco 2691を除く）、Cisco 3600シリーズ（Cisco 3660を除く）、Cisco
VG 200
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | em-fgd |
e&m-immediate-start | e&m-wink-start | ext-sig | fgd-eana | fxo-ground-start | fxo-loop-start |
fxs-ground-start | fxs-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 2691、Cisco 2600XMシリーズ、Cisco 2800シリーズ（Cisco 2801を除く）、Cisco 3660、
Cisco 3700シリーズ、Cisco 3800シリーズ
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {em-delay-dial | em-fgd |
e&m-immediate-start | e&m-lmr | e&m-wink-start | ext-sig | fgd-eana | fgd-emf [mf] [ani-pani]
[ani] | fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 7200シリーズおよび Cisco 7500シリーズ
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | e&m-fgd |
e&m-immediate-start | e&m-wink-start | fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxs-ground-start |
fxs-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number

Cisco 7700シリーズの音声ポート
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list type {e&m-delay-dial | e&m-immediate-start
| e&m-wink-start | fxo-ground-start | fxo-loop-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start}
no ds0-group ds0-group-number
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Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400向けの Cisco IOSリリース 12.2以降のリリース
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] [type e&m-fgd [{dtmf
| mf [{dnis | ani-dnis [info-digits-no-strip] | fgd-emf [ani-pani] [ani] | service service-type}] |
e&m-immediate-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fgd-eana [{ani-dnis |mf}] | fgd-os [{dnis-ani
| mf}] | none}]]
no ds0-group ds0-group-number

Cisco AS5850
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] [type e&m-fgd [{dtmf
| mf [{dnis | ani-dnis [info-digits-no-strip] | fgd-emf [ani-pani] [ani] | service service-type}] |
e&m-immediate-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fgd-eana [{ani-dnis |mf}] | fgd-os [{dnis-ani
| mf}] | r1-itu [dnis] | none}]]
no ds0-group ds0-group-number

Cisco IOSリリース 12.1以前のリリース - Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] [type e&m-fgd [{dtmf
| mf [{dnis | ani-dnis [info-digits-no-strip] | fgd-emf [ani-pani] [ani] | service service-type}] |
e&m-immediate-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fgd-eana [{ani-dnis |mf}] | fgd-os [{dnis-ani
| mf}] | sas-ground-start | sas-loop-start | none}]]
no ds0-group ds0-group-number

Cisco AS5850
ds0-group ds0-group-number timeslots timeslot-list [service service-type] [type e&m-fgd [{dtmf
| mf [{dnis | ani-dnis [info-digits-no-strip] | fgd-emf [ani-pani] [ani] | service service-type}] |
e&m-immediate-start | fxs-ground-start | fxs-loop-start | fgd-eana [{ani-dnis |mf}] | fgd-os [{dnis-ani
| mf}] | sas-ground-start | sas-loop-start | none}]]
no ds0-group ds0-group-number

構文の説明 DS0グループを識別する値。範囲は 0～ 23です。ds0 -group-number

DS0グループのタイムスロットを一覧表示します。timeslot-list引数は、単
一のタイムスロット、単一の範囲、カンマで区切られた複数の範囲の数字

です。範囲は 1～ 24です。例は次のとおりです。

• 2

• 1～ 15、17～ 24

• 1～ 23

• 2、4、6～ 12

timeslots
timeslot-list
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DS0グループのシグナリングタイプを指定します。typeキーワードに対す
る信号方式の選択は、構築する接続によって異なります。Ear and Mouth
（E&M）インターフェイスは、PBX幹線（連絡線）と電話機を接続できま
す。Foreign Exchange Station（FXS）インターフェイスは、基本的な電話機
とPBXインターフェイスを接続できます。ForeignExchangeOffice（FXO）
インターフェイスは、現地の規制で許可されている標準の PBXインター
フェイスへのセントラルオフィス（CO）の接続用です。構外延長（OPX）
によく使用されます。タイプは次のとおりです。

• e&m-delay-dial --発信元エンドポイントではオフフックシグナルを送
信し、次にオフフックシグナルとそれに続く接続先からのオンフック

シグナルを待ちます。

• e&m-fgb --E&Mタイプ II機能グループ B。

• e&m-fgd --E&Mタイプ II機能グループ D。

• e&m-immediate-start --E&Mを即時スタートします。

• e&m-lmr --E&M陸上移動無線（LMR）。

• e&m-wink-start --発信元エンドポイントではオフフックシグナルを送
信し、接続先からのウィンクスタートを待ちます。

• ext-sig --外部シグナリングインターフェイスによって、外部の送信元
からシグナリングトラフィックが到達するように指定します。

• fgd-eana --Feature Group D exchange access North American.

• fgd-emf-- --FGD拡張MF。

• fgd-os --機能グループ Dのオペレータサービス。

• fxo-ground-start --FXO ground-start signaling.

• fxo-loop-start --FXO loop-start signaling.

• fxs-ground-start --FXS ground-start signaling.

• fxs-loop-start --FXS loop-start signaling.

• none --外部呼制御用の Nullシグナリング。

• r1-itu --国際的な信号規格に基づく回線信号。（このシグナリングタ
イプは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400プラットフォー
ムではサポートされていません）。

• r1-modified --チャネライズド T1/E1ネットワークで共通の国際的な信
号規格。

typenone
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• r1-turkey ---トルコで使用される信号の標準規格。

• sas-ground-start -- Single Attachment Stations（SAS）グラウンドスター
ト。

• sas-loop-start -- SASループスタート。

（オプション）サービスのタイプを指定します。

• data --データサービス。

• fax --ストアアンドフォワード FAXサービス。

• mgcp --MediaGatewayControl Protocol（MGCP）サービス。CiscoAS5x00
プラットフォームで、キーワードタイプがない場合に限り使用されま

す。

• sccp -- Simple Gateway Control Protocol（SCCP）サービス。

• voice --音声サービス（FGD-OSサービス用）。

service service
-type

（オプション）デュアルトーン多重周波数（DTMF）トーンシグナリング
を指定します。

dtmf

（オプション）多重周波数（MF）トーンシグナリングを指定します。mf

（オプション）ANIアドレス情報をプロビジョニングします。ani

（オプション）FGD OSの自動番号識別（ANI）およびダイヤル番号識別
サービス（DNIS）アドレス情報プロビジョニングを指定します。

ani-dnis

（オプション）ANIおよびPANIアドレス情報をプロビジョニングします。ani-pani

（オプション）FGD EANAのANIおよびDNISアドレス情報プロビジョニ
ングを指定します。

dnis-ani

（オプション）DNISアドレス情報のプロビジョニングを指定します。dnis

（オプション）Cisco AS5x00プラットフォームで情報の桁を保持します。info-digits-no-strip

コマンドデフォルト DS0グループはありません。双方向で通話可能です。

コマンドモード コントローラコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、cas-groupコマンドとして Cisco AS5300に導入されました。11.2

このコマンドは、 voice-groupコマンドとしてCiscoMC3810に導入されました。11.3(1)MA
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変更内容リリース

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.0(1)Tに統合され、 cas-groupコマンドが
Cisco 3600シリーズルータに導入されました。

12.0(1)T

このコマンドは、Cisco AS5300、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズ
ルータで ds0-groupに名前が変わりました。いくつかのキーワードの変更が導入
されました。

12.0(5)T

このコマンドが Ciscoシリーズで導入されました。12.0(5)XE

このコマンドのサポートが Cisco MC3810に導入されました。このコマンドが
Cisco MC3810で使用可能になると、ds0-groupvoice-groupコマンドは削除され、
サポートされなくなりました。この ext-sigキーワードは、voice-groupコマンド
で使用可能だった ext-sig-masterおよび ext-sig-slaveキーワードを置き換えたもの
です。

12.0(7)XK

mgcpサービスタイプを追加しました。12.0(7)XR

e&m-fgdおよび fgd-eanaキーワードが機能グループ Dシグナリング用に追加さ
れました。

12.1(2)XH

sgcpキーワードが削除されました。12.1(5)XM

このコマンドは、Cisco 7500シリーズルータ用に変更されました。fgd-osシグナ
リングタイプと voiceサービスタイプが追加されました。

12.1(3)T

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.2(2)XA

このコマンドは、sasキーワードを除外するように変更されました。sas-loop-start
および sas-ground-startの Single Attachment Station（SAS）の CASオプションは、
DS0グループのシグナリングタイプとしてサポートされていません。

12.2

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200で導入され
ました。

12.2(2)T

このリリースは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400ではサポートされ
ていません。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850で実装されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco 1750および Cisco 1751のルータで導入されました。他のシ
スコプラットフォームのサポートは、このリリースには含まれていません。

12.2(4)XM

mgcpキーワードのサポートが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco
VG200の Cisco CallManagerバージョン 3.1に追加されました。

12.2(2)XN

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 7200で導入され
ました。Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850ではサポー
トされていません。

12.2(8)T
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOSリリース 12.2(11)Tおよび Cisco CallManagerバージョ
ン 3.2でサポートされました。このコマンドは、このリリースの Cisco IAD2420
シリーズ、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850でサポー
トされています。

12.2(11)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(13)Tに統合されました。 Cisco 1750およ
び Cisco 1751は、Cisco IOSリリース 12.2(13)Tの T1および E1音声およびデータ
カードをサポートしていません。Cisco 17xxプラットフォームは、このリリース
の HC DSPファームウェアイメージのみをサポートできます。

12.2(13)T

このコマンドが Cisco 2600XM、Cisco 3725、Cisco 3745に導入されました。12.2(15)T

このコマンドは、Cisco 3725および Cisco 3745用に変更されました。e&m-lmrシ
グナリングタイプが追加されました。

12.3(4)XD

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

ds0-groupコマンドのドキュメントは、個々の ds0-group（E1）コマンドと
ds0-group（T1）コマンドに分けられました。

12.3(8)T

info-digits-no-stripキーワードは、Cisco AS5x00プラットフォームで使用するた
めに追加されました。

12.3(10)

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.4(9)Tに統合されました。 Cisco 2800およ
び Cisco AS5x00プラットフォーム用に、fgd-emf、ani-pani、aniキーワードが追
加されました。

12.4(9)T

使用上のガイドライン ds0-groupコマンドは、次のように自動的に番号付けされた論理音声サポートを作成します。

• Cisco 2600シリーズ、Cisco 2600XM、Cisco 3660、Cisco 3725、Cisco 3745、Cisco 7200シ
リーズ

• slot/port : ds0-group-number

• T1コントローラを搭載した Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400：

• slot/port

• T1コントローラを搭載した Cisco AS5850：

• slot/port : ds0-group-number

各グループには1つの音声ポートしか作成されませんが、該当するコールがグループ内の任意
のチャンネルにルーティングされます。

DS0グループを設定する場合は、次の点を考慮してください。

•チャンネルグループ、CAS音声グループ、DS0グループ、時分割多重（TDM）グループ
では、すべてグループ番号を使用します。チャンネルグループ、CAS音声グループ、DS0
グループ、TDMグループに設定されるすべてのグループ番号は、ローカルルータ上で一
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意である必要があります。たとえば、チャンネルグループと TDMグループに同じグルー
プ番号を使用することはできません。

• ds0-groupコマンドで使用できるキーワードは、使用している Cisco IOSソフトウェアリ
リースによって異なります。最新情報については、次の URLから Cisco Feature Navigator
ホームページにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/go/fn

•コマンドラインインターフェイス（CLI）ヘルプを使用している場合、ds0-groupコマン
ドのキーワードは固有の設定です。たとえば、MGCPが設定されている場合、mgcpキー
ワードが表示されます。MGCPを使用していない場合、mgcpキーワードは表示されませ
ん。

このコマンドは、Cisco AS5x00シリーズの拡張エコーキャンセラ（EC）機能をサポート
していません。

（注）

シグナリングタイプ R1-ITUは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400プラット
フォームではサポートされていません。

（注）

例 次の例では、FXSグラウンドスタートおよびFXOループスタートシグナリング用に設
定された T1コントローラタイムスロットの範囲を示しています。

controller T1 1/0
framing esf
linecode b8zs
ds0-group 1 timeslots 1-10 type fxs-ground-start
ds0-group 2 timeslots 11-24 type fxo-loop-start

次の例では、FXSグラウンドスタートシグナリング用に設定された T1コントローラ
タイムスロットの範囲を示しています。

controller T1 1/0
ds0-group 1 timeslots 1-4 type fxs-ground-start

次の例では、 mgcpキーワードを使用して、任意のトランキングゲートウェイで No.7
共通線信号方式（SS7）サービスの T1チャンネルを設定する方法を示しています。

ds0-group 0 timeslots 1-24 service mgcp type none

次の例では、タイムスロットの最大値が 12で、タイムスロットは 1であるため、2つ
の音声ポートが正常に作成されます。

controller T1 0/0
ds0-group 0 timeslots 1-4 type e&m-immediate-start
ds0-group 1 timeslots 6-12 type e&m-immediate-start
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3つ目のDS0グループが追加されると、音声チャンネルの合計が 16未満であっても、
音声ポートは拒否されます。

ds0-group 2 timeslots 17-18 type e&m-immediate-start

次の例では、シグナリングタイプが E&M-LMRに設定されています。

ds0-group 0 timeslots 1-10 type e&m-lmr

IPを介して送信されるコールにMFシグナリングと ANI/DNISを使用して E&Mタイ
プ II機能グループ Dを設定する場合、情報番号を保持するオプションがあります。
Infoの桁は加入者タイプを示し、info-digitsキーワードでは、発信番号の前に infoの桁
を付加します。

MF ANI/DNISを使用する T1 FGD音声ポートからのインバウンドコールでは、ANI情
報が取得されると、次に一致するダイヤルピア（POTSまたは VoIP）に変更されるこ
となく渡されます。info-digits-no-stripキーワードを追加すると、ANI情報の infoの桁
部分を保持できます。変更されたANIは、次に一致するダイヤルピアに渡されます。
通常、iinfoの桁は IP経由のコールでは無効のため、削除されます。infoの桁を保持す
る機能は、PSTNネットワークを離れず、ヘアピニングで戻されるコールに特に便利
です。

次の例では、E&Mタイプ II機能グループDでは、infoの桁を保持しながら、MFシグ
ナリングと IP経由の ANI/DNISを使用して設定されています。

ds0-group 0 timeslots 1-24 type e&m-fgd mf ani-dnis info-digits-no-strip

次の例では、FGD EMFを有効化しています。

ds0-group 11 timeslots 11 type fgd-emf ani
ds0-group 11 timeslots 11 type fgd-emf ani-pani

関連コマンド 説明コマンド

損失ビットシグナリングを使用してチャネライズド T1タイムスロットを
設定します。

cas-group

ダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定します。codec

使用するコーデック標準に基づいて、コール密度とコーデックの複雑度を

指定します。

codec complexity
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ds0-num
発信 Session Initiation Protocol（SIP）メッセージに Bチャネル情報を追加するには、SIP音声
サービスコンフィギュレーションモードで ds0-numコマンドを使用します。デフォルト設定
に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

ds0-num
no ds0-num

構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト Bチャネル情報は無効化されています。

コマンドモード SIP音声サービスコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(7)T

使用上のガイドライン このコマンドは、SIPアプリケーションが着信 ISDNコールの Bチャネル情報を受信できるよ
うにします。Bチャネル情報は、Inviteリクエストの Viaヘッダーに表示されます。Viaヘッ
ダーから取得した情報は、コール転送またはコールルーティング時に使用できます。

例 次の例では、Bチャネル情報を発信 SIPメッセージに追加します。

Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# ds0-num

関連コマンド 説明コマンド

SIP音声サービスコンフィギュレーションコマンドを有効化します。sip

音声カプセル化のタイプを VoIPに指定します。voice service voip
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dscp media
Resource Priority Header（RPH;リソース優先ヘッダー）から Differentiated Services Code Point
（DSCP;DiffServコードポイント）へのマッピングを指定するには、音声クラスコンフィギュ
レーションモードで dscp mediaコマンドを使用します。この設定を無効にするには、このコ
マンドの no形式を使用します。

dscp media {audio | video} {flah-override-override | flash-override | flsh | immediate | priority |
routine} {dscp-valueset-afset-cs | ef | zero}
no dscp media {audio | video} {flah-override-override | flash-override | flsh | immediate | priority
| routine} {dscp-valueset-afset-cs | ef | zero}

構文の説明 オーディオペイロードパケッ

トに DSCPを適用します。
audio

ビデオペイロードパケットに

DSCPを適用します。
video

flash-override-override RPHの優
先順位を適用します。

flah-override-override

flash-override RPHの優先順位
を適用します。

flash-override

flash RPHの優先順位を適用し
ます。

flsh

immediateの優先順位を適用し
ます。

immediate

priority RPHの優先順位を適用
します。

priority

routine RPHの優先順位を適用
します。

routine

DSCP値。有効な値は 0～ 63
です。

dscp-value
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DSCP値として保証された転送
ビットパターン：

• af11 —ビットパターン
001010

• af12 —ビットパターン
001100

• af13 —ビットパターン
001110

• af21 —ビットパターン
010010

• af22 —ビットパターン
010100

• af23 —ビットパターン
010110

• af31 —ビットパターン
011010

• af32 —ビットパターン
011100

• af33 —ビットパターン
011110

• af41 —ビットパターン
100010

• af42 —ビットパターン
100100

• af43 —ビットパターン
100110

set-af
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DSCP値としてのクラスセレク
タコードポイント：

• cs1 -コードポイント 1
（優先順位 1）

• cs2 -コードポイント 2
（優先順位 2）

• cs3 -コードポイント 3
（優先順位 3）

• cs4 -コードポイント 4
（優先順位 4）

• cs5 -コードポイント 5
（優先順位 5）

• cs6 -コードポイント 6
（優先順位 6）

• cs7 -コードポイント 7
（優先順位 7）

set-cs

DSCP値として Expedited
Forwarding（EF;完全優先転
送）ビットパターン 101110を
指定します。

ef

DSCP値としてデフォルトの
ビットパターン000000を指定
します。

zero

コマンドデフォルト 「使用上のガイドライン」のセクションを参照してください。

コマンドモード 音声クラス設定（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

使用上のガイドライン dscp mediaコマンドを使用すると、オーディオコールとビデオコールの RPHから DSCPへの
マッピングを設定できます。

次の表に、dscp mediaコマンドのデフォルト値を示します。

DSCPバイナリ値DSCP Base10値優先順位または優先度詳細なサービスクラス
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10111046音声通話Voice

10101143フラッシュ

10100141フラッシュオーバーラ

イド

10100040フラッシュオーバーラ

イドオーバーライド

10110145即時

10111147優先度（Priority）

11000149ルーチン

10000133フラッシュオーバーラ

イド

ビデオ

10001135フラッシュ

10000032フラッシュオーバーラ

イドオーバーライド

10010137即時

10011139優先度（Priority）

11001151ルーチン

10011134ビデオ通話

例 次の例では、DSCPプロファイルを設定した後に RPHから DSCPへのマッピングを指
定する方法を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice class dscp-profile 1
Router(config-class)# dscp media audio routine ef

関連コマンド syslogの説明コマン

ド

DSCPポリシー違反の場合に実行する必要があるアクションを指定します。violation
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dscp-profile
Differentiated Services Code Point（DSCP; DiffServコードポイント）プロファイルをグローバル
に適用するには、音声サービスSIPコンフィギュレーションモードまたは音声クラステナント
コンフィギュレーションモードで dscp-profileコマンドを使用します。この設定を無効にする
には、このコマンドの no形式を使用します。

dscp-profile tag
no dscp-profile

構文の説明 DSCPプロファイルタグ。範囲は 1～ 10000です。tag

コマンドデフォルト DSCPプロファイルは適用されません。

コマンドモード 音声サービス SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

音声クラステナントコンフィギュレーション（config-class）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)T

このコマンドは、音声クラステナントで使用できるよう

になりました。

15.6(2)Tおよび IOSXEDenali 16.3.1

使用上のガイドライン dscp-profile コマンドを使用すると、グローバルレベルで dscp media コマンドを使用して設定
された DSCPプロファイルを適用できます。

例 次の例では、グローバルレベルでDSCPプロファイルを設定する方法を示しています。
Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# sip
Router(conf-serv-sip)# dscp-profile 1

関連コマンド 説明コマンド

RPHから DSCPへのマッピングを指定します。dscp media

音声サービスコンフィギュレーションモードを開始します。voice service voip

SIPコンフィギュレーションモードを開始します。sip
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dsn
Delivery Status Notice（DSN）が送信者に配信されるように指定するには、ダイヤルピアコン
フィギュレーションモードで dsnコマンドを使用します。特定の DSNオプションを取り消す
には、このコマンドの no形式を使用します。

dsn {delay | failure | success}
no dsn {delay | failure | success}

構文の説明 各メーラーの遅延を定義します。delay

失敗したメッセージをFROMアドレスに送信するようにリクエストします。これは
デフォルトです。

failure

メールメッセージが受信者に正常に配信されたことを示すメッセージをFROMアド
レスに送信するようにリクエストします。

success

コマンドデフォルト デフォルトでは、障害が発生した場合に配信不能メッセージを送信します。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 1750に導入されました。12.2(4)T

このコマンドがCisco 1751、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、
Cisco 3745に導入されました。

12.2(8)T

使用上のガイドライン delayキーワードが選択されている場合、ネクストホップメーラーは、メールメッセージが遅
延したことを示すメッセージをFROMアドレスに送信します。delayキーワードの定義は各メー
ラーによって行われ、送信者によって制御することはありません。DSN拡張をサポートする受
信者へのパスにある各メーラーは、同じリクエストを受け取ります。

failureキーワードが選択されている場合、ネクストホップメーラーでは、メールメッセージの
配信が失敗したことを示すメッセージを FROMアドレスに送信します。DSN拡張をサポート
する受信者へのパスにある各メーラーは、同じリクエストを受け取ります。

successキーワードが選択されている場合、ネクストホップメーラーは、メールメッセージが受
信者に正常に配信されたことを示すメッセージを FROMアドレスに送信します。DSN拡張を
サポートする受信者へのパスにある各メーラーは、同じリクエストを受け取ります。

disable-early-media through dualtone
40

disable-early-media through dualtone
dsn



他の DSN設定がない場合（dsnがない場合、パス内のメーラーが DSN拡張をサポートし
ていない場合など）、メッセージの配信に失敗すると、常に配信不能メッセージが生成

されます。この配信不能メッセージはバウンスと呼ばれます。

（注）

このコマンドは、Multimedia Mail over Internet Protocol（MMoIP）ダイヤルピアに適用されま
す。

DSNは、SimpleMail Transfer Protocol（SMTP）サーバーによって自動的に生成され、電子メー
ルメッセージの送信者または発信者に送信されるメッセージまたは応答であり、電子メール

メッセージのステータスを送信者に通知します。DSNの仕様は、RFC 1891、RFC 1892、RFC
1893、RFC 1894で説明されています。

一致するMMoIPダイヤルピアが設定されている場合、オンランプDSNリクエストはオンラン
プゲートウェイによって送信される FAXメールメッセージの一部に含まれます。オンランプ
DSN応答は、FAXメールメッセージを受け付けた際にSMTPサーバーによって生成されます。
DSNは、mta send mailfromコマンドで定義されたユーザに送り返されます。オフランプ DSN
は、電子メールクライアントによってリクエストされます。DSN応答は、FAXメールメッセー
ジの一部としてリクエストを受信すると、SMTPサーバーによって生成されます。

DSNは、SMTPサーバーのメールクライアントが DSNリクエストに応答できる場合にの
み生成されます。

（注）

SMTPサーバーが DSNを生成するため、DSN機能を機能させるには、サーバーで mail from:
と rcpt to:の両方を設定する必要があります。次に例を示します。

mail from: <user@mail-server.sample.com>
rcpt to: <fax=555-0112@sample.com> NOTIFY=SUCCESS,FAILURE,DELAY

3種類の状態が送信者にレポートできます。

•遅延（Delay）--メッセージが受信者またはメールボックスに配信されるのが遅延したこ
とを示します。

•成功（Success）--メッセージが受信者またはメールボックスに正常に配信されたことを示
します。

•失敗（Failure）-- SMTPサーバーがメッセージを受信者またはメールボックスに配信でき
なかったことを示します。

これらの配信状態は相互に排他的ではないため、ストアアンドフォワード FAXを設定して、
これらのイベントのすべてまたは任意の組み合わせに対してこれらのメッセージを生成できま

す。

DSNメッセージは、FAX TIFFイメージを含む特定の電子メールメッセージのステータスを送
信者に通知します。dsn コマンドを使用して、ユーザに送信する通知メッセージを指定しま
す。
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dsnコマンドを使用すると、コマンドを再発行し、毎回異なる通知オプションを指定すること
で、複数の通知オプションを選択できます。特定の通知オプションを中止するには、その特定

のキーワードのコマンドの no形式を使用します。

DSNの設定時に failureキーワードが含まれていない場合、送信者はメッセージ配信の失敗の
通知を受け取りません。通常、障害は重大であるため、dsnコマンドコンフィギュレーション
の一部として常に f ailure keywordを含めるように注意する必要があります。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワード FAX機能に適用されます。

例 次の例では、FAXを含む電子メールメッセージが受信者に正常に配信された場合、ま
たは FAXを含むメッセージの配信に失敗した場合に、DSNメッセージが送信者に返
されるように指定しています。

dial-peer voice 10 mmoip
dsn success
dsn failure

関連コマンド 説明コマンド

電子メール FAXメッセージの発信者（ホスト名の部分）を指
定します。

mta send mail -from hostname

電子メール FAXメッセージの発信者（ユーザー名の部分）を
指定します。

mta send mail -from username
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dsp allocation signaling dspid
シグナリングチャンネル割り当てのデジタルシグナルプロセッサ（DSP）の選択をデフォルト
（DSP重みベース）から DSP ID番号に変更するには、音声カードコンフィギュレーション
モードで dsp allocation signaling dspidコマンドを使用します。デフォルトの動作に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

dsp allocation signaling dspid
no dsp allocation signaling dspid

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト シグナリングチャンネルに割り当てる DSPは、DSPに割り当てられた内部の重み付けに基づ
いて選択されます。

コマンドモード 音声カードコンフィギュレーション（config-voicecard）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)T9

使用上のガイドライン dsp allocation signaling dspidコマンドは、ルータのリロード後にのみ有効になります。コマン
ドを有効化して、startup-configファイルに保存する必要があります。

デフォルトのシグナリングチャンネルの（重みによる）割り当てメソッドは、ネットワークの

導入によっては適切でない場合があります。デフォルトの割り当て方法では、DSPの重みに基
づいてDSPが選択されます。パケット音声データモジュール（PVDM）の順序が変更された場
合でも、特定の構成のDSPの選択を制御することはできません。選択順序をDSP ID番号に変
更する dsp allocation signaling dspidコマンドを有効化します。このコマンドは、ネットワーク
構成に PVDM2-8モジュールがある場合に便利です。

例 次の例では、DSP割り当てのデフォルトを DSP重みから DSP ID番号に変更する方法
を示しています。

voice card 1
dsp allocation signaling dspid

関連コマンド 説明コマンド

DSP音声チャンネルの現在の状態または個別の統計情報を表示します。show voice dsp

音声カードコンフィギュレーションモードを開始します。voice-card
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dsp services dspfarm
特定の音声ネットワークモジュールのデジタルシグナルプロセッサ（DSP）ファームサービス
を有効化するには、音声カードコンフィギュレーションモードで dsp services dspfarmコマン
ドを使用します。サービスを無効化するには、このコマンドの no形式を使用します。

dsp services dspfarm
no dsp services dspfarm

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード 音声カードコンフィギュレーション（config-voicecard）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(13)T

このコマンドのサポートが Cisco ASR 1000シリーズルータに追加
されました。

Cisco IOS XE Release 3.2S

使用上のガイドライン ルータには、DSPリソースを提供する音声ネットワークモジュールが搭載されている必要があ
ります。DSPリソースは、このコマンドが特定の音声カードで設定されている場合にのみ使用
されます。

DSPファームサービスに対して有効化する必要がある音声ネットワークモジュールの数は、モ
ジュール上の DSPの数と、DSPファームに設定されているトランスコーディングおよび会議
セッションの最大数によって異なります。

NM-HDVまたは NM-HDV-FARMの dspfarmコマンドで DSPファームサービスを有効化
する前に、このコマンドを使用します。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズルータ

Cisco ASR 1000シリーズルータの SPA-DSPは、SIPのサブスロットに取り付けられています。
したがって、SPA-DSPを参照する場合は voice-card コマンドを使用します。

例 次の例では、NM-HDV2または NM-HD-1V/2V/2VEで DSPファームサービスを有効化
しています。

Router(config)# voice-card 2
Router(config-voicecard)# dsp services dspfarm
Router(config-voicecard)# exit
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次の例では、NM-HDVまたはNM-HDV-FARMでDSPファームサービスを有効化して
います。

Router(config)# voice-card 2
Router(config-voicecard)# dsp services dspfarm
Router(config-voicecard)# exit

次の例では、Cisco ASR 1000シリーズルータの SPA-DSPで DSPファームサービスを
有効化しています。

Router(config)# voice-card 1/1
Router(config-voicecard)# dsp services dspfarm
Router(config-voicecard)# exit

関連コマンド 説明コマンド

DSPファームサービスを有効化します。dsp services dspfarm

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモードを開始
し、DSPファームサービスのプロファイルを定義します。

dspfarm profile

DSPの現在のステータスまたは DSP音声チャンネルの選択的な統
計を表示します。

show voice dsp (SPA-DSP)
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dspfarm (DSP farm)
デジタルシグナルプロセッサ（DSP）ファームサービスを有効化するには、グローバルコン
フィギュレーションモードで dspfarmコマンドを使用します。サービスを無効化するには、
このコマンドの no形式を使用します。

dspfarm
no dspfarm

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト DSPファームサービスが無効化されています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。12.1(5)YH

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco
3700シリーズで導入されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルータには、DSPリソースを提供するために、デジタル T1/E1パ
ケット音声トランクネットワークモジュール（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トラン
スコーディング/会議用 DSPファーム（NM-HDV-FARM）が搭載されている必要があります。

DSPファームサービスを有効化する前に、dsp services dspfarm コマンドを使用して、DSP
ファームサービスを有効化するNM-HDVまたはNM-HDV-FARMを設定する必要があります。
また、dspfarm transcoder maximum sessionsコマンドを使用して、DSPファームによってサ
ポートされるトランスコーディングセッションの最大数を指定する必要があります。

このコマンドにより、システムでは新しいファームウェアを DSPにダウンロードし、必要な
サブシステムを起動して、トランスコーディングおよび会議アプリケーションからのサービス

リクエストを待ちます。

例 次の例では、NM-HDVまたはNM-HDV-FARMを設定し、トランスコーディングセッ
ションの最大数を指定し、DSPファームサービスを有効化しています。

Router# configure terminal
Router(config)# no dspfarm
Router(config)# voice-card 2
Router(config-voicecard)# dsp services dspfarm
Router(config-voicecard)# exit
Router(config)# dspfarm transcoder maximum sessions 15
Router(config)# dspfarm
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関連コマンド 説明コマンド

DSPファームサービスを有効化する NM-HDVまたは
NM-HDV-FARMを指定します。

dsp services dspfarm

DSPファームでサポートされるトランスコーディングセッ
ションの最大数を指定します。

dspfarm transcoder maximum
sessions

DSPリソースに関する要約情報を表示します。show dspfarm
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dspfarm (voice-card)
指定された音声カードをデジタルシグナルプロセッサ（DSP）リソースプールに参加している
カードに追加するには、音声カードコンフィギュレーションモードで dspfarmコマンドを使
用します。指定されたカードを DSPリソースプールへの参加から削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

dspfarm
no dspfarm

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト カードは DSPリソースプールに参加します。

コマンドモード 音声カードコンフィギュレーション（config-voicecard）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 3660に導入されました。12.1(5)XM

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズルータで導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco 2600XM、Cisco 3725、Cisco 3745に導入されました。12.2(15)T

使用上のガイドライン DSPマッピングは、1つのAIMまたはネットワークモジュール上のDSPリソースが、別のネッ
トワークモジュールまたは音声/WANインターフェイスカード（VWIC）上の音声時分割多重
（TDM）ストリームの処理に使用できる場合に発生します。このコマンドは、マルチサービス
インターチェンジ（MIX）モジュールがインストールされた Cisco 3660ルータ、または AIM
がインストールされた Cisco 2600シリーズルータで使用されます。

特定の音声カードの音声カードコンフィギュレーションモードに到達するには、グローバル

コンフィギュレーションモードから voicecardコマンドを入力し、プールに追加する AIMま
たはネットワークモジュールのスロット番号を入力します。スロット番号の詳細については、

voicecardコマンドのページを参照してください。

特定のTDMストリームへのDSPプールリソースの割り当ては、T1/E1個別信号線方式（CAS）
の場合は ds0groupコマンド、ISDNPRIの場合は prigroupコマンドを使用してストリームが設
定された順序に基づきます。

DSPプールリソースの割り当ては、コールシグナリング中、動的に発生しません。

例 次の例では、MIXモジュールを備えた Cisco 3660のスロット 5にあるネットワークモ
ジュールの DSPリソースを DSPリソースマップに追加しています。
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voice-card 5
dspfarm

次の例では、モジュラアクセスルータの AIMで DSPリソースを使用できるようにし
ています。

voice-card 0
dspfarm

関連コマンド 説明コマンド

T1または E1コントローラの論理音声ポートを構成する DS0タイムスロットを
指定します。ルータが PBXまたは PSTNと通信する際に使用するシグナリング
タイプを指定します。圧縮音声コールの T1または E1チャンネルと、ルータが
PBXまたは PSTNに接続する CASメソッドを定義します。

ds0-group

チャネライズド T1または E1コントローラ上の ISDN PRIを指定します。pri-group

音声カードコンフィギュレーションモードを開始します。voice-card
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dspfarm confbridge maximum
デジタルシグナルプロセッサ（DSP）のファームリソースを割り当てる会議セッションの最大
の同時進行数を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードでdspfarmconfbridge
maximumコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドのno形式を
使用します。

dspfarm confbridge maximum {mixed-mode sessions | sessions} number
no dspfarm confbridge maximum {mixed-mode sessions | sessions} number

構文の説明 混合モード会議のトランスコーディングセッションの最大数を指定します。mixed-mode

会議の最大セッション数パラメータ値を指定します。sessions

会議セッション数。1つの DSPで、最大 6人の参加者による 1つの会議セッ
ションをサポートします。

number

コマンドデフォルト セッションに割り当てられる DSPファームリソースはありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。1,200秒（20分）

このコマンドが変更されました。このコマンドが Cisco 2600シリーズ、
Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 3700シリーズで導入されまし
た。

12.2(13)T

このコマンドが変更されました。mixed-modeキーワードが追加されまし
た。

15.0(1)M

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルータには、DSPリソースを提供するために、デジタル T1/E1パ
ケット音声トランクネットワークモジュール（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トラン
スコーディング/会議用 DSPファーム（NM-HDV-FARM）が搭載されている必要があります。

このコマンドを使用する前に、 no dspfarmコマンドを使用して DSPファームサービスを無効
化する必要があります。

会議セッションの最大数は、DSPファームでのDSPの可用性によって異なります。1つのDSP
で、最大 6人の参加者による 1つの会議セッションをサポートします。ただし、会議をサポー
トするために、トランスコーディング用の DSPリソースを追加で割り当てる必要がある場合
があります。すべての参加者がG.711またはG.729コーデックを使用している場合、トランス
コーディングは会議の DSPで行われるため、追加の DSPリソースを割り当てる必要はありま
せん。
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このコマンドを使用する際は、dspfarm transcoder maximum sessionsコマンドでトランスコー
ディングサービスに割り当てられた DSP数を考慮してください。

例 次の例では、混合モード会議のトランスコーディングセッションの最大数を 8に設定
しています。

Router# dspfarm confbridge maximum mixed-mode sessions 8

関連コマンド 説明コマンド

DSPファームサービスを有効化します。dspfarm (DSP farm)

DSPファームでサポートされるトランスコーディング
セッションの最大数を指定します。

dspfarm transcoder maximum sessions

DSPリソースに関する要約情報を表示します。show dspfarm
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dspfarm connection interval
RTPストリームを削除する前に Real-time Transport Protocol（RTP）の非アクティブ状態を監視
する時間間隔を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードでdspfarmconnection
intervalコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドのno形式を使
用します。

dspfarm connection interval seconds
no dspfarm connection interval seconds

構文の説明 RTPの非アクティブ状態を監視する間隔（秒単位）。範囲は 60～ 10,800です。デ
フォルトは 600です。

seconds

コマンドデフォルト 600秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。1,200秒（20分）

このコマンドがCisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、
Cisco 3700シリーズで導入されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルータには、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）リソースを提供
するために、デジタル T1/E1パケット音声トランクネットワークモジュール（NM-HDV）ま
たは高密度音声（HDV）トランスコーディング/会議用DSPファーム（NM-HDV-FARM）が搭
載されている必要があります。

それぞれの間隔の後、RTPストリームが非アクティブであるかどうかがチェックされます。特
定のコールのすべての RTPストリームが非アクティブな場合、dspfarm rtp timeoutコマンド
で設定された RTPタイマーを開始します。RTPタイマーが時間切れになると、コールは削除
されます。

例 次の例では、接続間隔を 60秒に設定しています。

Router(config)# dspfarm connection interval 60

関連コマンド 説明コマンド

ハング中の接続をクリアするために使用される RTPタイムアウト間隔
を指定します。

dspfarm rtp timeout
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dspfarm profile
DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモードを開始し、デジタルシグナルプロ
セッサ（DSP）ファームサービスのプロファイルを定義するには、グローバルコンフィギュ
レーションモードで dspfarm profileコマンドを使用します。無効化したプロファイルを削除
するには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco Unified Border Element
dspfarm profile profile-identifier {conference | mtp | transcode} [security]
no dspfarm profile profile-identifier

Cisco Unified Border Element（Enterprise）Cisco ASR 1000シリーズルータ
dspfarm profile profile-identifier transcode
no dspfarm profile profile-identifier

第 2世代シスコサービス統合型ルータ（Cisco ISR G2）
dspfarm profile profile-identifier {conference [video [{homogeneous | heterogeneous |
guaranteed-audio}]] | mtp | transcode [{video | universal}]} [security]
no dspfarm profile profile-identifier

構文の説明 プロファイルを固有に識別する番号。範囲は1～65535です。デフォルト
はありません。

profile identifier

会議用プロファイルを有効化します。conference

メディアターミネーションポイント（MTP）のプロファイルを有効化し
ます。

mtp

トランスコーディングのプロファイルを有効化します。transcode

セキュアな DSPファームサービスのプロファイルを有効化します。security

（オプション）ビデオ会議またはトランスコーディングのプロファイルを

有効化します。

video

（オプション）すべてのビデオ参加者が、このプロファイルで設定されて

いる 1つのビデオ形式を使用するように指定します。DSPリソースは、
設定時に会議をサポートするために予約されています。

同種プロファイルでは、1つのビデオコーデックのみをサポート
します。

（注）

homogeneous

（オプション）ビデオ参加者が、プロファイルで設定されているさまざま

なビデオ形式を使用できるように指定します。異種プロファイルで最大

10個のビデオコーデックを設定できます。DSPリソースは、設定時にさ
まざまな構成をサポートするために予約されています。

heterogeneous
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（オプション）異種の会議のビデオ参加者が少なくとも音声接続を持つよ

うに指定します。オーディオ保証プロファイルには、最大 10個のビデオ
コーデックを設定できます。オーディオストリームの DSPリソースは設
定時に予約されますが、ビデオ会議をサポートする DSPリソースは予約
されません。ビデオエンドポイントがプロファイルで指定されたビデオ形

式をサポートし、参加者が会議に参加する際に DSPリソースが使用可能
な場合、参加者はビデオ会議にビデオ会議参加者として参加します。

guaranteed-audio

コマンドデフォルト このコマンドを入力しないと、DSPファームサービスのプロファイルは定義されません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

securityキーワードが追加されました。12.4(11)XW

このコマンドがCisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

IPv6のサポートが追加されました。12.4(22)T

Cisco IAD 2430、IAD 2431、IAD 2432、IAD 2435、および Cisco
VG 202、VG 204、VG 224プラットフォームのサポートが変更
されました。

15.0(1)M2 15.1(1)T

このコマンドが変更されました。Cisco ASR 1000シリーズルー
タのサポートが追加されました。このリリースでは、CiscoASR
1000シリーズルータでは conference、mtp、 securityキーワー
ドはサポートされていません。

Cisco IOS XE Release 3.2S

このコマンドが変更されました。videoキーワードが追加され
ました。

15.1(4)M

このコマンドはCisco IOSXEリリース 3.3Sに統合されました。Cisco IOS XE Release 3.2S

YANGモデルのサポートが開始されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、新しいプロファイルを作成したり、無効化されたプロファイルを削

除したりします。dspfarmプロファイルコンフィギュレーションモードで新しいプロファイル
を作成した後、no shutdownコマンドを使用してプロファイル設定を有効化し、リソースを割
り当て、プロファイルをアプリケーションに関連付けます。リソース不足でプロファイルを有

効化できない場合、システムには「Xセッションのサポートに使用可能なリソースが不足して
いるため、プロファイルを有効にできません。設定を変更して再試行してください。」という

メッセージが表示されます。

disable-early-media through dualtone
54

disable-early-media through dualtone
dspfarm profile



DSPファームプロファイルが正常に作成されると、DSPファームプロファイルコンフィギュ
レーションモードが開始されます。同じサービスに対して複数のプロファイルを設定できま

す。

no dspfarm profileコマンドを使用して、システムからプロファイルを削除します。プロファイ
ルがアクティブな場合は削除できません。最初に shutdownコマンドを使用して無効化する必
要があります。DSPファームプロファイルを変更するには、設定を開始する前に、dspfarmプ
ロファイルコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを使用します。

プロファイル識別子によって、プロファイルを一意に識別します。サービスタイプとプロファ

イル識別子が一意ではない場合、別のプロファイル IDを選択するように求めるメッセージが
ユーザに表示されます。

セキュアなトランスコーディングなどのセキュアなDSPファームサービスを有効化するには、
securityキーワードを使用する必要があります。

Cisco IOSリリース 15.0(1)M2および 15.1(1)Tから、Cisco IAD2430、IAD2431、IAD2432、IAD
2435、Cisco VG 202、VG 204、 VG 225のプラットフォームのサポートが変更されています。
これらのプラットフォームは TDM-IPデバイスとして設計されており、追加の DSPリソース
をインストールするために拡張できません。したがって、conferenceキーワードがコマンドシ
ンタックスに表示されていても、この DSPサービスはこれらのプラットフォームでは設定で
きません。これらのプラットフォームで会議を設定しようとすると、コマンドラインインター

フェイスに次のメッセージが表示されます。「%このプラットフォームは会議機能をサポート
していません「

transcodeキーワードはコマンドシンタックスにも表示されますが、このDSPサービスはCisco
VG 202、VG 204、VG 224プラットフォームでは使用できません。これらのプラットフォーム
でトランスコーディングを設定しようとすると、CLIに次のメッセージが表示されます。「%
このプラットフォームはトランスコーディング機能をサポートしていません「

Cisco ASR 1000シリーズルータ

dspfarm profileコマンドのサポートが、Cisco IOS XEリリース 3.2以降のリリースから Cisco
ASR 1000シリーズルータに追加されました。このコマンドは、さまざまなサービスの dspfarm
プロファイルの作成に使用されます。

Cisco ASR 1000シリーズルータの SPA-DSPでは、セキュアな DSPファームサービスが常
に有効化されています。Cisco IOS XEリリース 3.2sの Cisco ASR 1000シリーズルータで
は、transcodeキーワードのみがサポートされています。conference、media、securityキー
ワードは、Cisco IOS XEリリース 3.2sの Cisco ASR 1000シリーズルータではサポートさ
れていません。

（注）

ビデオ dspfarmプロファイルを設定するには、voice-service dsp-reservationコマンドを 100%未
満に設定する必要があります。

音声サービスの dspfarmプロファイルを有効化するには、 under the voice-card submode.で dsp
services dspfarmコマンドを使用する必要があります。
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例 次の例では、会議用に DSPファームサービスプロファイル 20を有効化しています。

Router(config)# dspfarm profile 20 conference

プロファイルがすでに使用されている場合の応答に注意してください。

Router(config)# dspfarm profile 6 conference
Profile id 6 is being used for service TRANSCODING
please select a different profile id

次の例では、トランスコーディング用にDSPファームサービスプロファイル 1を有効
化しています。

Router(config)# dspfarm profile 1 transcode

ビデオ会議

次の例では、同種ビデオに対して DSPファームサービスプロファイル 99を有効化し
ています。この会議は、1つの形式（ビデオコーデック H.263、qcif解像度、15 f/sの
フレームレート）で 4人の参加者をサポートしています。

Router(config)# dspfarm profile 99 conference video homogeneous
Router(config-dspfarm-profile)# codec h263 qcif frame-rate 15

Router(config-dspfarm-profile)# maximum conference-participant 4

関連コマンド 説明コマンド

指定された音声カードのDSPファームサービスを設定します。dsp service dspfarm

DSPファームプロファイルを無効化します。shutdown (DSP farm profile)

音声カードコンフィギュレーションモードを開始します。voice-card

音声サービス用に予約される DSPリソースの割合を設定し、
ビデオサービスが残りの DSPリソースを使用できるようにし
ます。

voice-service dsp-reservation
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dspfarm rtp timeout
ハングしている接続をクリアするために使用するReal-Time Transport Protocol（RTP）のタイム
アウト間隔を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで dspfarm rtp timeout
コマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

dspfarm rtp timeout seconds
no dspfarm rtp timeout

構文の説明 RTPタイムアウト間隔（秒）。範囲は 10～ 7,200です。デフォルトは 1,200です。seconds

コマンドデフォルト 1,200秒（20分）です

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。12.1(5)YH

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco
3700シリーズで導入されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルータには、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）リソースを提供
するために、デジタル T1/E1パケット音声トランクネットワークモジュール（NM-HDV）ま
たは高密度音声（HDV）トランスコーディング/会議用DSPファーム（NM-HDV-FARM）が搭
載されている必要があります。

このコマンドは、エラー状態「RTP到達不能」が発生したときの RTPタイムアウト間隔を設
定します。

例 次の例では、RTPタイムアウト値を 600秒（10分）に設定します。

Router# dspfarm rtp timeout 600

関連コマンド 説明コマンド

DSPファームサービスを有効化します。dspfarm (DSP farm)

RTPストリームを削除する前にRTPの非アクティブ状態をモニ
タリングする時間間隔を指定します。

dspfarm connection interval

DSPリソースに関する要約情報を表示します。show dspfarm
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dspfarm transcoder maximum sessions
デジタルシグナルプロセッサ（DSP）ファームがサポートするトランスコーディングセッショ
ンの最大数を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモードでdspfarmtranscoder
maximum sessionsコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの
no形式を使用します。

dspfarm transcoder maximum sessions number
no dspfarm transcoder maximum sessions

構文の説明 トランスコーディングセッションの数。number

コマンドデフォルト 0セッション。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco VG200に導入されました。1,200秒（20分）

このコマンドがCisco 2600シリーズ、Cisco 3620、Cisco 3640、Cisco 3660、
Cisco 3700シリーズで導入されました。

12.2(13)T

使用上のガイドライン このコマンドが使用されるルータには、DSPリソースを提供するために、デジタル T1/E1パ
ケット音声トランクネットワークモジュール（NM-HDV）または高密度音声（HDV）トラン
スコーディング/会議用 DSPファーム（NM-HDV-FARM）が搭載されている必要があります。

このコマンドを使用する前に、 no dspfarmコマンドを使用して DSPファームサービスを無効
化する必要があります。

このコマンドは、dspfarm confbridge maximum sessionsコマンドとともに使用できます。

トランスコーディングセッションの最大数は、DSPファームでの DSPの可用性によって異な
ります。単一の DSPでは、G.711および G.729コーデックとの間で送受信される 4つのトラン
スコーディングセッションをサポートします。

例 次の例では、NM-HDVまたはNM-HDV-FARMを設定し、トランスコーディングセッ
ションの最大数を指定し、DSPファームサービスを有効化しています。

Router# configure terminal
Router(config)# no dspfarm
Router(config)# voice-card 2
Router(config-voicecard)# dsp services dspfarm
Router(config-voicecard)# exit
Router(config)# dspfarm transcoder maximum sessions 15
Router(config)# dspfarm
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関連コマンド 説明コマンド

DSPファームサービスを有効化します。dspfarm (DSP farm)

DSPファームでサポートされる会議セッションの最大数
を指定します。

dspfarm confbridge maximum
sessions

DSPファームサービスを有効化する NM-HDVまたは
NM-HDV-FARMを指定します。

dsp services dspfarm

DSPリソースに関する要約情報を表示します。show dspfarm
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dspint dspfarm
デジタルシグナルプロセッサ（DSP）インターフェイスを有効化するには、グローバルコン
フィギュレーションモードで dspint dspfarmコマンドを使用します。このコマンドには、no
形式はありません。

dspint dspfarm slot/port

構文の説明 インターフェイスのスロット番号。slot

インターフェイスのポート番号。port

コマンドデフォルト イネーブル

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 7200シリーズルータに導入されました。12.0(5)XE

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Ciscoシリーズで導入されました。12.2(13)T

使用上のガイドライン DSPマッピングは、1つのAdvanced IntegrationModule（AIM）またはネットワークモジュール
上のDSPリソースが、別のネットワークモジュールまたは音声/WANインターフェイスカード
（VWIC）上の音声時分割多重（TDM）ストリームの処理に使用できる場合に発生します。こ
のコマンドは、マルチサービスインターチェンジ（MIX）モジュールがインストールされた
Cisco 3660ルータ、またはAIMがインストールされたCisco 2600シリーズルータで使用されま
す。

特定の音声カードの音声カードコンフィギュレーションモードを開始するには、グローバル

コンフィギュレーションモードから、プールに追加する AIMまたはネットワークモジュール
のvoice-cardコマンドとスロット番号を入力します。スロット番号の詳細については、voice-card
コマンドのページを参照してください。

特定のTDMストリームのDSPプールリソースへの割り当ては、T1/E1個別信号線方式（CAS）
の ds0-groupコマンドまたは ISDN PRIの pri-groupコマンドを使用してストリームが設定され
た順序に基づきます。

DSPプールリソースの割り当ては、コールシグナリング中、動的に発生しません。

インターフェイスの使用を無効化するには、no shutdownコマンドを使用します。

例 次の例では、スロット番号が 1、ポート番号が 0の DSPファームインターフェイスを
作成しています。
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dspint dspfarm 1/0

Cisco 7200シリーズでコーデックの複雑度を変更するには、次のコマンドを入力する
必要があります。

Router# configure terminal
Router(config)# dspint dspfarm 2/0
Router(config-dspfarm)# codec medium | high ecan-extended

関連コマンド 説明コマンド

T1コントローラまたは E1コントローラ上で、論理音声ポート
を構成する DS0タイムスロットを指定します。

ds0-group

インターフェイスをディセーブルにします。no shutdown

チャネライズド T1または E1コントローラ上の ISDN PRIを指
定します。

pri-group

DSPインターフェイスに関する情報を表示します。show interfaces dspfarm dsp

音声カードコンフィギュレーションモードを開始します。voice-card
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dtmf-interworking
Cisco Unified Border Element（Cisco UBE）または Cisco Unified Communications Manager Express
（CiscoUnifiedCME）から送信されるRFC2833パケットの dtmf-digit開始イベントと dtmf-digit
終了イベントの間の遅延を有効化するか、CUBEから RFC 4733準拠の RTP Named Telephony
Event（NTE）パケットを生成して、音声サービスまたはダイヤルピア音声設定モードで
dtmf-interworkingコマンドを使用します。遅延間隔を削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

dtmf-interworking {rtp-nte | standard | system}
no dtmf-interworking

構文の説明 RTP NTEパケットの dtmf-digit開始イベントから dtmf-digit終了イベントまでの遅
延を有効化します。

rtp-nte

RFC 4733準拠の RTP NTEパケットを生成します。standard

デフォルトのグローバルデュアルトーン多重周波数（DTMF）インターワーキング
設定を指定します。このキーワードは、ダイヤルピア音声コンフィギュレーショ

ンモードでのみ使用できます。

system

コマンドデフォルト RFC 2833パケットは、1つあたり時間が 50ミリ秒に相当する 3つの dtmf-digit開始イベント
と、時間が 100ミリ秒の 3つの dtmf-digit終了イベントのシングルバーストで送信されます。

コマンドモード 音声サービス設定（config-voi-serv）

ダイヤルピア音声コンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.4(15)XZ

このコマンドがCisco IOS Release 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

このコマンドが変更されました。 standard および system キー
ワードが追加されました。

15.1(2)T5

YANGモデルのサポートが開始されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン • dtmf-interworking rtp-nte—システムが RFC 2833 DTMFインターワーキング用に設定され
ていて、リモートシステムが 1回のバーストで送信された RFC 2833パケットを処理でき
ない場合は、このコマンドを使用すると、RFC 2833パケットの dtmf-digit開始イベントと
終了イベントの間に遅延を設定します。

dtmf-digit開始イベントと dtmf-digit終了イベントの間に受信したメディアパケットはすべ
てドロップします。
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• dtmf-interworking standard—リモートシステムで RFC 4733パケットが必要な場合は、こ
のコマンドを使用して RFC 4733準拠のパケットを生成します。この構成では、CUBEが
開始イベントを受信すると、1つの dtmf-digit開始イベントが開始されます。

dtmf-digit開始イベントと dtmf-digit終了イベントの間に受信したメディアパケットはすべ
てドロップします。

• dtmf-interworking system—このコマンドがダイヤルピア音声コンフィギュレーションモー
ドで設定されている場合、グローバルレベルの dtmf-interworkingコンフィギュレーション
が適用されます。これは、ダイヤルピアのデフォルト設定です。

例 次の例では、dtmf-digitとイベントの間の遅延の設定を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(config-voi-serv)# dtmf-interworking rtp-nte
Device(config-voi-serv)# end

次の例では、RFC 4733に準拠した RTP NTEパケットの生成を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(config-voi-serv)# dtmf-interworking standard
Device(config-voi-serv)# end

関連コマンド 説明コマンド

dtmf-endイベントで設定された遅延を逸脱しないようにします。keypad-normalize

dtmf-digit終了イベントの各桁の遅延の長さを指定します。nte-end-digit-delay
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dtmf timer inter-digit
DS0グループのデュアルトーン多重周波数（DTMF）桁間タイマーを設定するには、T1コント
ローラコンフィギュレーションモードで dtmf timer interdigitコマンドを使用します。タイ
マーをデフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

dtmf timer inter-digit milliseconds
no dtmf timer inter-digit

構文の説明 DTMF桁間タイマー（ミリ秒単位）。範囲は 250～ 3,000です。デフォルトは
3000です。

milliseconds

コマンドデフォルト 3,000ミリ秒

コマンドモード T1コントローラコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドがCiscoAS5300に導入されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン dtmf timer interdigitコマンドを使用して、ルータが DTMFの再度の桁を検出するまで待機す
る時間をミリ秒単位で指定します。この時間が過ぎると、ルータではそれ以上の桁数が到達し

ないと予想してコールを確立します。

例 次の例では、グローバルコンフィギュレーションモードで開始し、DTMF桁間タイ
マー値を 250ミリ秒に設定しています。

controller T1 2
ds0-group 2 timeslots 4-10 type e&m-fgb dtmf dnis
cas-custom 2
dtmf timer inter-digit 250

関連コマンド 説明コマンド

チャネライズド E1回線の特定の E1チャンネルグループの E1 R2シグナリング
パラメータをカスタマイズします。

cas-custom

チャネライズド T1タイムスロットを設定します。これによって、Cisco AS5300
モデムでアナログコールの応答や送信ができるようになります。

ds0-group
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dtmf-relay (Voice over Frame Relay)
ダイヤルピアのFRF.11AnnexAフレームの生成を有効化するには、ダイヤルピアコンフィギュ
レーションモードで dtmfrelayコマンドを使用します。FRF.11 Annex Aフレームの生成を無効
化して、ダイヤル番号のデフォルトの処理に戻すには、このコマンドのno形式を使用します。

dtmf-relay
no dtmf-relay

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810に導入
されました。

12.0(3)XG

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合され、Cisco 7200シリーズルー
タで導入されました。

12.0(4)T

使用上のガイドライン シスコでは、このコマンドを低ビットレートのコーデックで使用することを推奨しています。

dtmfrelay（VoFR）が有効化されている場合、デジタルシグナルプロセッサ（DSP）は、デュ
アルトーン多重周波数（DTMF）トーンを音声サンプルとしてネットワーク経由で渡す代わり
に、Annex Aフレームを生成します。FRF.11 Annex Aフレームのペイロードフォーマットにつ
いては、『Cisco IOS Wide-Area Networking Configuration Guide』を参照してください。

例 次の例では、グローバルコンフィギュレーションモードから開始して、VoFRダイヤ
ルピア 200の FRF.11 Annex Aフレームを有効化する方法を示しています。

dial-peer voice 200 vofr
dtmf-relay

関連コマンド 説明コマンド

静的 FRF.11トランク接続を使用している場合に、着信 VoFRコー
ルレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできるようにし
ます。

called-number (dial peer)

VoFRダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定しま
す。

codec (dial peer)

音声ポートの接続モードを指定します。connection
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説明コマンド

地域のアナログ音声インターフェイス関連のトーン、呼び出し音、

断続時間の設定を指定します。

cptone

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピアに使用するプレフィッ

クスまたは完全な E.164電話番号、ISDN電話番号を指定します。
destination-pattern

ロータリーハントグループ内のダイヤルピアの優先順序を示しま

す。

preference

パケットネットワーク経由のローカルルータとリモートルータ間

のコールで使用するセッションプロトコルを確立します。

session protocol

特定のダイヤルピアまたは接続先ゲートキーパーにネットワーク

固有のアドレスを指定します。

session target

ダイヤルピアに接続する際に使用するシグナリングタイプを設定

します。

signal-type
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dtmf-relay (Voice over IP)
H.323または Session Initiation Protocol（SIP）ゲートウェイがテレフォニーインターフェイス
と IPネットワーク間でデュアルトーン多重周波数（DTMF）トーンをリレーする方法を指定す
るには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードで dtmf-relayコマンドを使用しま
す。すべてのシグナリングオプションを削除し、DTMFトーンをオーディオストリームの一部
として送信するには、このコマンドの no形式を使用します。

dtmf-relay [cisco-rtp] [h245-alphanumeric] [h245-signal] [rtp-nte [digit-drop]] [sip-notify]
[sip-info] [sip-kpml]
no dtmf-relay

構文の説明 Real-Time Transport Protocol（RTP）とシスコ独自のペイロードタイプを
使用して DTMFトーンを転送します。

cisco -rtp

H.245「英数字」ユーザ入力表示メソッドを使用して、DTMFトーンを転
送します。0～ 9、*、#、A～ Dのトーンをサポートします。

h245 -alphanumeric

H.245「信号」ユーザ入力表示メソッドを使用して、DTMFトーンを転送
します。0～ 9、*、#、A～ Dのトーンをサポートします。

h245 -signal

RTPとNamedTelephonyEvent（NTE）ペイロードタイプを使用してDTMF
トーンを転送します。

rtp -nte

アウトオブバンドで桁を渡し、インバンドの桁をドロップします。

このキーワードは、 digit-droprtpnteキーワードが設定されて
いる場合にのみ使用できます。

（注）

digit-drop

SIP INFOメッセージを使用して DTMFトーンを転送します。このキー
ワードは、VoIPダイヤルピアが SIP用に設定されている場合にのみ使用
できます。

sip-info

SIP KPML over SIP SUBSCRIBE/NOTIFYメッセージを使用して DTMF
トーンを転送します。このキーワードは、VoIPダイヤルピアが SIP用に
設定されている場合にのみ使用できます。

sip-kpml

SIPNOTIFYメッセージを使用してDTMFトーンを転送します。このキー
ワードは、VoIPダイヤルピアが SIP用に設定されている場合にのみ使用
できます。

sip-notify

コマンドデフォルト DTMFトーンは無効化され、インバンドで送信されます。つまり、オーディオストリームに残
ります。

コマンドモード ダイヤルピア音声コンフィギュレーション
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。11.3(2)NA

cisco-rtp、h245-alphanumeric、h245-signalキーワードが追加され
ました。

12.0(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(5)Tに統合されました。12.0(5)T

このコマンドは、MC3810の VoIPで最初にサポートされました。12.0(7)XK

Cisco IOSリリース 12.0(7)XKで実施された変更は、Cisco IOSリ
リース 12.1(2)Tに統合されました。

12.1(2)T

このコマンドがCisco 1751、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリー
ズ、Cisco 3725、Cisco 3745に導入されました。

12.2(8)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されまし
た。

12.1(5)XM2

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。
CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400のサポートは、このリ
リースには含まれていませんでした。

12.2(4)T

このコマンドがCiscoAS5850プラットフォームに導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

sip-notifyキーワードが追加されました。12.2(15)ZJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

digitdropキーワードが追加されました。12.3(11)T

このコマンドが変更されました。 sip-info および sip-kpml キー
ワードが追加されました。

15.3(3)M

YANGモデルのサポートが開始されました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン DTMFプッシュホン電話機のボタンが押されたときに生成されるトーンです。このトーンは、
コールの一方の端で圧縮され、もう一方の端で復元すると、使用するコーデックによっては歪

むことがあります。DTMFリレー機能は、標準のH.323アウトオブバンドメソッドまたは独自
の RTPベースのメカニズムを使用して、コールの確立後に生成された DTMFトーンをアウト
オブバンドで転送します。SIPコールの場合、DTMFトーンを転送するための最も適切な方法
は、RTP-NTEまたは SIP-NOTIFYです。

このコマンドによって H.323または SIPゲートウェイが、テレフォニーインターフェイス/IP
ネットワーク間で DTMFトーンをリレーする方法を指定します。

このコマンドを使用する際は、キーワードを最低 1つ含める必要があります。
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IP-to-IPゲートウェイコールをインバンド（rtp-nte）からアウトオブバンド（h245-alphanumeric）
に送信する際に、インバンドトーンとアウトオブバンドトーンの両方を発信レッグに送信しな

いようにするには、着信 SIPダイヤルピアの rtp-nteおよび digit-dropキーワードを使用して
dtmf-relayコマンドを設定します。H.323側で、H.323から SIPへのコールの場合は、
h245-alphanumericまたは h245-signalキーワードを使用してこのコマンドを設定します。

SIP-NOTIFYメソッドは、コール中に、発信側と着信側のゲートウェイ間でDTMFイベントに
関するNOTIFYメッセージを双方向に送信します。SIPダイヤルピア上で複数のDTMFリレー
メカニズムを有効化している場合、ネゴシエーションに成功したときは、NSIP-NOTIFYメソッ
ドが優先されます。

SIP NOTIFYメッセージは、 dtmf-relayコマンドが設定されている場合にのみ、招待メッセー
ジで遠端にアドバタイズされます。

dtmf-relay sip-infoallow-connections sip to sipコマンドがグローバルレベルで有効化されている
場合にのみ設定できます。

SIPの場合、ゲートウェイは次の優先順位に従って形式を選択します。

1. sip-notify（最高の優先順位）

2. rtp-nte

3. None--インバンドで送信される DTMF

ゲートウェイでは、リモートデバイスがサポートしている場合、指定した形式でのみ DTMF
トーンを送信します。H.323リモートデバイスが複数のフォーマットをサポートしている場合、
ゲートウェイでは次の優先順位に従って形式を選択します。

1. cisco-rtp（最高の優先順位）

2. h245-signal

3. h245-alphanumeric

4. rtp-nte

5. None--インバンドで送信される DTMF

dtmf-relayコマンドの主な利点は、G.729、G.723などのほとんどの低帯域幅のコーデックで、
インバンドよりも非常に正確に DTMFトーンを送信できる点です。DTMFリレーを使用しな
い場合、低帯域幅コーデックで確立された発信では、音声メールなどの自動化された DTMF
ベースのシステム、メニューベースの自動着信分配装置（ACD）システム、および自動化され
たバンクシステムへのアクセスで問題が発生する可能性があります。

ciscortpキーワードは、シスコ独自の導入をサポートし、Cisco IOSリリース 12.0(2)XH以
降が動作する 2つの Cisco 2600シリーズまたは Cisco 3600シリーズルータ間でのみ動作
します。それ以外の場合は、DTMFリレー機能が機能せず、ゲートウェイではDTMFトー
ンをインバンドで送信します。

（注）
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• cisco-rtpキーワードは、Cisco 7200シリーズルータでサポートされています。

• sip-notifyキーワードは、VoIPダイヤルピアが SIP用に設定されている場合にのみ使用で
きます。

• digit-drop キーワードは、rtp-nteキーワードが設定されている場合にのみ使用できます。

例 次の例では、DTMFトーンがダイヤルピア 103に送信される際に、ciscortpキーワー
ドを使用して DTMFリレーを設定しています。

dial-peer voice 103 voip
dtmf-relay cisco-rtp

次の例では、DTMFトーンがダイヤルピア 103に送信される際に、ciscoおよび
rtph245signalキーワードを使用して DTMFリレーを設定しています。

dial-peer voice 103 voip
dtmf-relay cisco-rtp h245-signal

次の例では、DTMFトーンがダイヤルピア 103に送信される際に、DTMFインバンド
（デフォルト）を送信するようにゲートウェイを設定しています。

dial-peer voice 103 voip
no dtmf-relay

次の例では、digitdropキーワードを使用してDTMFリレーを設定し、H.323からH.323
またはH.323からSIPコールの発信レッグにインバンドトーンとアウトオブバンドトー
ンの両方が送信されないようにします。

dial-peer voice 1 voip
session protocol sipv2
dtmf-relay h245-alphanumeric rtp-nte digit-drop

次の例では、DTMFトーンがダイヤルピア 103に送信される際に、rtp-nteキーワード
を使用して DTMFリレーを設定しています。

dial-peer voice 103 voip
dtmf-relay rtp-nte

次の例では、SIP NOTIFYメッセージを使用して DTMFトーンをダイヤルピア 103に
送信するようにゲートウェイを設定しています。

dial-peer voice 103 voip
session protocol sipv2
dtmf-relay sip-notify

次の例では、SIP INFOメッセージを使用して DTMFトーンをダイヤルピア 10に送信
するようにゲートウェイを設定しています。

dial-peer voice 10 voip
dtmf-relay sip-info
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関連コマンド 説明コマンド

特定の電話イベントに対する 2つの連続した NOTIFYメッセージ間
の最大間隔を設定します。

notify telephone-event
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dualtone
カスタムコールプログレストーン指定のために cp-dualtoneコンフィギュレーションモードを
開始するには、custom-cpto ne音声クラスコンフィギュレーションモードで dualtoneコマンド
を使用します。カスタムcptone音声クラスがコールプログレストーンを検出しないように設定
するには、このコマンドの no形式を使用します。

dualtone {busy | conference | disconnect | number-unobtainable | out-of-service | reorder | ringback}
no dualtone {busy | conference | disconnect | number-unobtainable | out-of-service | reorder |
ringback}

構文の説明 話中音を設定します。busy

会議の参加トーンおよび終了トーンを設定します。conference

切断トーンを設定します。disconnect

番号使用不可トーンを設定します。number -unobtainable

アウトオブサービストーンを設定します。out -of-service

リオーダートーンを設定します。reorder

リングバックトーンを設定します。ringback

コマンドデフォルト custom-cptone音声クラス内では、コールプログレストーンは定義されていません。

コマンドモード custom-cptone音声クラスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810に導入
されました。

12.1(5)XM

このコマンドが Cisco 1750ルータに導入され、 Cisco IOSリリース 12.2(2)Tに統
合されました。

12.2(2)T

conferenceキーワードが追加されました。12.4(11)XJ2

このコマンドは Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン dualtone コマンドは、cp-dualtoneコンフィギュレーションモードを開始し、検出するコール
プログレストーンを指定します。cp-dualtoneコンフィギュレーションモードを終了せずに、追
加のコールプログレストーンを指定できます。

指定していないコールプログレストーンは検出されません。
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この custom-cptone音声クラスからコールプログレストーンを削除する場合は、このコマンド
のno形式と、検出される必要がないトーンのキーワードを使用します。たとえば、nodualtone
busyなどです。

このコマンドによってトーン検出に影響を与えるには、カスタムコールプログレストーンのク

ラスを音声ポートに関連付ける必要があります。

dualtone conferenceコマンドを使用して、ハードウェア会議のカスタム参加トーンと退出トー
ンを定義します。

例 次の例では、cp-dualtoneコンフィギュレーションモードを開始し、custom-cptone音声
クラス country-xで話中音とリングバックトーンを指定しています。

Router(config)# voice class custom-cptone country-x
Router(cfg-cptone)# dualtone busy
Router(cfg-cp-dualtone)# frequency 440 480
Router(cfg-cp-dualtone)# cadence 500 500
Router(cfg-cp-dualtone)# exit
Router(cfg-cptone)# dualtone ringback
Router(cfg-cp-dualtone)# frequency 400 440
Router(cfg-cp-dualtone)# cadence 2000 4000

次の例では、custom-cptone音声クラスcountry-xからリングバックトーンを削除してい
ます。

Router(config)# voice class custom-cptone country-x
Router(cfg-cptone)# no dualtone ringback

次の例では、会議の退出トーンを設定しています。設定された退出トーンは、デジタ

ルシグナルプロセッサ（DSP）ファームプロファイルに関連付ける必要があります。

Router(config)# voice class custom-cptone leavetone
Router(cfg-cptone)# dualtone conference
Router(cfg-cp-dualtone)# frequency 500 500
Router(cfg-cp-dualtone)# cadence 100 100 100 100 100

関連コマンド 説明コマンド

コールプログレストーンのトーンのオンとオフの時間を定義

します。

cadence

カスタムコールプログレストーンを関連付けて、会議に参加

することを表示します。

conference-join custom-cptone

カスタムコールプログレストーンを関連付けて、会議から退

出することを表示します。

conference-leave custom-cptone

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモード
を開始し、DSPファームサービス用のプロファイルを定義し
ます。

dspfarm profile
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説明コマンド

コールプログレストーンの周波数成分を定義します。frequency

カスタムコールプログレストーンのクラスを音声ポートに関

連付けます。

supervisory custom-cptone

カスタムコールプログレストーンを定義するには、音声クラ

スを作成します。

voice class custom-cptone
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


